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ペルー、モンソン川流域第一次調査速報 

 

金崎由布子（東京大学） 

カルロス・ヴィヴィアノ（ペルー国立サン・マルコス大学） 

大谷博則（モンソン川流域考古学プロジェクト） 

佐藤優音（東京大学） 

ホセ・オノフレ （ペルー文化省ワヌコ支局） 

 

発表要旨 

本発表では、南米ペルー共和国、モンソン川流域における考古学調査の成果を報告する。

発表者らは 2022 年夏季に、ワヌコ州モンソン地区チャウピヤク遺跡の発掘調査および周辺

の遺跡探索を行った。チャウピヤク遺跡は、標高 1000m 程の熱帯雲霧林帯に位置し、モン

ソン川支流の二つの川の合流地点をのぞむ、山の尾根上に造られた基壇建築遺跡である。中

心部では、長さ約 80m のテラスの上に、約 10m の高さの基壇が築かれ、部屋状構造物や半

地下式広場が設けられていた。当遺跡は、地元行政府による簡易な報告がなされていたが、

発掘調査を含む本格的な学術調査はこれまで行われておらず、その詳細は不明なままであ

った。 

 本調査では、チャウピヤク遺跡には大きく分けて 2 つの時期があることが明らかになっ

た。最初の時期には、テラスと基壇、基壇上の 3 基の部屋状構造物、および半地下式広場が

建設された。この建築は次の時期に大きく改変された。部屋状構造物はそれぞれ内部を埋め

られ、小基壇として作り替えられた。 

 1 時期目に対応する層位からは、形成期後期の中央アンデス地域に典型的である、コンマ

形口縁を持つ無頸壺が出土した。またこれとともに、東斜面や低地の土器文化と類似性のあ

る、ローカル色の強い鉢片が出土している。そのほか、無煙炭製鏡の破片や黒曜石片が少数

出土した。2 時期目に対応する層位からは、形成期末期のワヌコ盆地に典型的な、サハラパ

タク様式の土器が出土した。また、前時期に見られたローカルな土器伝統はこの時期にも継

続した。 

 当遺跡の他にも、モンソン川の支流沿いの山の尾根には、同様の遺跡が点々と存在してい

る。チャウピヤク遺跡の周辺では、互いに視認できる基壇建築遺跡が少なくともあと 3 つあ

り、同時期に機能していた可能性がある。 

 今回の発見は、当地域がチャビン・デ・ワンタル遺跡やワヌコ盆地を含む北部中央山地と、

アマゾン低地の間のフロンティアとして機能していた可能性を示唆しており、アンデス文

明の形成プロセスにおける両地域の交流関係の果たした役割を考える上で重要である。 
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山のナスカ：ペルー、ワンカベリカ州チュパ遺跡の第 1 次発掘調査 

 

土井正樹（関西外国語大学） 

フレディ・ワマン・リラ（チュパ遺跡考古学プロジェクト） 

 

発表要旨 

チュパ遺跡は、ワンカベリカ州とアヤクーチョ州の境界、標高約 3400m の地点に位置し

ている。この遺跡の調査により、アンデス最初の帝国と考えられているワリ（紀元後 650 年

―1000 年頃）の成立過程解明の手がかりが得られると予想される。 

 ワリの中心地は、首都ワリ遺跡が存在する、ペルー中央高地南部のアヤクーチョ谷である。

当時この地域には、ワリの核となる国家社会（ワリ国家）が存在していたと考えられている

が、その国家の出現過程、および国家の出現を促した要因については明らかになっていない。 

 ワリ国家の出現過程およびその要因を解明するため、発表者は 2001 年以降アヤクーチョ

谷で調査を続けてきた。その結果、アヤクーチョ谷で国家社会が出現しはじめたと考えられ

る時期の土器には、それ以前には認められなかった南海岸のナスカ文化の土器の特徴がは

っきりと現れてくることが明らかとなった。この事実は、ワリ国家の出現には、山岳部に位

置するアヤクーチョ谷の人々と海岸部のナスカ文化の担い手である人々との交流が大きく

関わっていたことを示唆している。しかしいまのところ、アヤクーチョ谷内部でナスカ文化

の土器が出土したという報告例はない。そのため、実際に国家の出現と関わる山岳部の人々

と海岸部の人々との交流が生じていたのは、アヤクーチョ谷の外部であった可能性が高い。

文献調査により、そのような交流の場の候補として浮かび上がったのがチュパ遺跡である。

先行研究によれば、この遺跡からはナスカ文化の土器と、それらと同時代のアヤクーチョ谷

の土器に類似した土器が出土している。 

 発表者はこれまでに、チュパ遺跡の踏査と測量調査を行ってきた。それらの調査に続き今

年 8 月、層位と包含されている遺物の特徴を確認するため、2×10m のトレンチ発掘を実施

した。本発表ではこの調査について報告する。 
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X 線 CT による笛吹きボトル土器の構造の分析 

 

吉田晃章（東海大学） 

鶴見英成（放送大学） 

真世土マウ（岡山県立大学） 

喜多理王（東海大学） 

粟野若枝（東海大学） 

 

発表要旨 

笛吹きボトルとは、ホイッスル（笛玉）を備え、土器内部で水と空気が移動する時に音が

鳴る、内部構造が比較的複雑な土器である。エクアドルの資料群についての研究では、葬儀、

儀式、祝祭と関連した用途が示唆され（Ontaneda 2007、Weinstein 2007）、またボトルの形状

と機能はエクアドルにおいて約 1500 年にわたって変化してきたとされる（Crespo 1966）。

しかし笛吹きボトルの構造の多様性と、そこから生じる音の多様性の関係を、定量的に科学

分析した研究例は数少なく、またペルー各地の地方文化において形態的に多様な発展を遂

げた資料群の検討も進んでいない。Ｘ線 CT によって内部の構造を可視化し、ペルーのチム

ー文化の笛吹きボトル 1 点の構造の分析と修復歴の検出を行った例（Ghysels 2007）はある

が、構造と音の関係についての体系的な研究に発展してはいない。 

そこで発表者らは多数の笛吹きボトルのＸ線 CT 撮影（NIKON 製 XT H225ST）を行い、

成形方法と構造からタイプ分類を実施し、体系的な研究を進めている。分析資料は東海大学

文明研究所が所蔵するアンデス・コレクションで、ペルーの資料である。約 1000 点の土器

から笛吹きボトルらしき候補を選び、Ｘ線 CT で撮影したところ、古くは古典クピスニケ文

化（前 1200 年~前 800 年）、新しいものでチムー文化（後 850 年-1470 年）まで、これまで

詳細な報告のなかったレクアイ文化（紀元前後－後 650 年）のものなども含め、50 点のデ

ータが集まった（本年 9 月時点）。 

本発表では、器形や土器内部の空気と水の動きに注目した試験的なタイプ分類を報告し、

また 3D モデルに基づくレプリカを使用した音の比較研究の現状を報告する。今後は音を発

する機能と土器の形態の関連を究明しつつ、周波数の解析から文化ごとの、あるいはボトル

のタイプごとの音の特徴を把握し、「聴覚」という観点から当時のアンデスの人々の音に対

する趣向や心性に迫りたい。 

 

参考文献 

Crespo, H. 1966 Nacimiento y evolución de la botella silbato, Humanitas VI(1): 66–87. 

Ghysels, M. 2007 Interlude: CT of Peruvian Whistling Bottles. JBR–BTR, 90: 84. 

Ontaneda S. 2007 Ecuador: Hitos de su pasado precolombino, Banco Central del Ecuador. 

Weinstein, E. 2007 Cosmic Gourds: Cucurbit and Crescentia Effigy Pottery of Coastal Ecuador. 

Economic Botany 61(4): 315–327. 



古代アメリカ学会第 27 回研究大会 
2022 年 12 月 3 日~12 月 4 日 

於：名古屋大学 

 

 1

PIACL2022 

 

松本剛（山形大学） 

ガブリエラ・デ・ロス・リオス（ランバイェケ複合考古学プロジェクト） 

ジャンポール・ニエベス・コルドバ（ランバイェケ複合考古学プロジェクト） 

ステファニー・ママニ・エスコバル（ランバイェケ複合考古学プロジェクト） 

大谷博則（ランバイェケ複合考古学プロジェクト） 

ガブリエル・ビジェガス・フルカ（ランバイェケ複合考古学プロジェクト） 

 

発表要旨 

本発表は、ペルー北海岸・シカン考古学複合（Complejo Arqueológico Sicán）において本年

実施された考古学調査（PIACL2022）についての報告である。 

PIACL2022 の目標は大きくわけて三つある。一つ目は、2019 年シーズンの最終週に大広

場の中央で発見された墓らしきものの正体を明らかにすることである。「墓」の切り口近く

で二体の殉死者の遺体とともに、北東角では奉納と思われる 16 個にも及ぶ精製土器の集積

が見つかっており、被葬者の地位の高さを窺わせる。これまでに見つかっているエリートの

墓はすべて、遺跡中心部にある祭祀用マウンドの麓で見つかっていることから、中期シカン

期（紀元後 950〜1100 年）の社会はこれらのマウンドを所有するエリート家系の連合体によ

って統治されていたと考えられ、PIACL もこれを支持してきた。ところが今回見つかった

「墓」は大広場の中央に位置し、どの埋葬複合にも関連していない。もしこれが本当にエリ

ートの墓であった場合、ランバイェケの政治構造を再検討する必要が生じる。かつてランバ

イェケを口頭伝承に登場する王朝と同一視し、その始祖が建設した宮殿を探す試みがなさ

れたが、この考えに近い中央集権的なモデルを想定すべきなのかもしれない。実際、この

「墓」がその始祖の墓であった場合、そのインパクトは計り知れない。 

二つ目は、前期シカン期（もしくは移行期／Período Transicional）にあたる時期について

明らかにすることである。今期は、これまで踏査によって当該期の土器が見つかっているワ

カ・ボティーハおよびワカ・ファチョを対象に発掘をおこなっている。とくにファチョはモ

チェとワリの融合といわれる多彩色の壁画が見つかったことで知られ、移行期の様相を明

らかにするのに適している。 

三つ目は、ハンディ LiDAR システムによるスキャニングとドローン空撮によるフォトグ

ラメトリを併用することによって、シカン考古学複合全体を三次元化することである。でき

あがった三次元モデルは今後の調査のベースマップとしてだけでなく、広く観光ツーリズ

ムにも役立てる。 

本発表では、以上の三つの目標について論じたい。 
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ペルー北部ハエン地方における LiDAR 測量 

 

山本睦（山形大学） 

大谷博則（インガタンボ考古学プロジェクト） 

オスカル・アリアス（ペルー国立サンマルコス大学） 

ガブリエル・ビジェガス（インガタンボ考古学プロジェクト） 

ケビン・エスピリトゥ（インガタンボ考古学プロジェクト） 

鶴見英成（放送大学） 

 

発表要旨 

2022 年の 8 月から 9 月にかけて、ペルー北部カハマルカ州ハエン郡で LiDAR（Light 

Detection and Ranging）および UAV（Unmanned Aerial Vehicle）、GNSS（Global Navigation Satellite 

System）を用いた測量調査を実施した。調査対象となったのは、インガタンボ、トカキージ

ョおよびトゥルコという、いずれも形成期の神殿と考えられる 3 遺跡である。 

調査地は、アンデス東斜面に位置するハエン郡のなかでも、標高約 400m から 1000m の

熱帯低地に近い場所にあり、植生の密度が高い。たとえば、調査対象の一つであるインガタ

ンボ遺跡では、2006 年より継続的に発掘調査を実施してきた。また、2022 年 3 月には、ド

ローンと GNSS を用いて、RTK-GNSS 測量による高精度測量を実施し、詳細な地形図の作

成を目指した。しかし、植生の影響によって、UAV による写真撮影と写真測量では、樹木

や厚い下草に覆われた地点の遺構や地表面を十分に認識することは不可能であった。そこ

で上記の問題を解決するために、計画されたのが LiDAR による調査である。その際、ペル

ー国土地理院（Instituto Geográfico Nacional）の電子基準局を用いて、より正確な遺跡の位置

情報をえることにも尽力した。 

本報告では、LiDAR による本調査の全体像とその成果、およびそれらをふまえた今後の

調査・研究の展望について発表する。インガタンボにおける調査の成果としてあげられるの

は、これまでの調査では確認することができていなかった微地形や、植生に覆われて視認で

きていなかった多くの建造物の存在を明らかにすることができた点にある。また、トゥルコ

とトカキージョでの測量調査では、樹木に覆われた基壇の全体像の詳細が明らかとなり、来

年度以降に計画している発掘調査の基礎データを獲得することが可能となった。さらに、各

遺跡について精度の高い位置情報をえたことで、今後の景観分析にむけて詳細なデータを

入手できた点も、本調査の重要な成果であるといえよう。 
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マヤ文明の起源、交換とものづくり： 

メキシコ、アグアダ・フェニックス遺跡の石器分析を通して 

 

青山和夫（茨城大学） 

 

発表要旨 

本研究発表は、メキシコのアグアダ・フェニックス遺跡と周辺遺跡の主要な調査成果につ

いて紹介し、発掘調査で出土した 11,304 点の石器分析の成果について発表する。発表者が

参加するアメリカ、メキシコ、グアテマラ、フランスや日本の国際調査団（団長：猪俣健ア

リゾナ大教授）は、メキシコ、タバスコ州のウスマシンタ川中流域において 2017 年から高

解像度の LiDAR、地上探査と発掘調査を実施している。その結果、これまで考古遺跡とし

て知られていなかったアグアダ・フェニックス遺跡においてマヤ文明最古かつ最大の公共

建築を登録した。従来の学説では、マヤ文明は先古典期中期（前 1000～前 350 年）に小さ

な村々から徐々に発展したと信じられていた。『Science』に発表したセイバル遺跡の前 10 世

紀（前 950 年頃）の E グループに関する成果は、従来の学説の見直しを迫っていた[Inomata 

et al. 2013]。2020 年に『Nature』に発表したアグアダ・フェニックス遺跡の調査成果は、そ

の新説をさらに強化・発展させる [Inomata et al. 2020]。 

アグアダ・フェニックス遺跡は、セイバル遺跡と同様に河岸段丘上に建設された。大規模

で層位的な発掘調査と豊富な試料の放射性炭素年代測定によって、アグアダ・フェニックス

遺跡最大の巨大基壇（南北 1413m、東西 399m、高さ 15m）は、前 1000 年頃に建造され始め

たことがわかった。その建造は，定住生活と土器の使用が始まって間もない時期にあたる。

アグアダ・フェニックス遺跡の巨大基壇の体積は 320 万～430 万 m3 と推定され、これまで

最大とされてきたグアテマラのエル・ミラドール遺跡のダンタ・ピラミッド（体積 280 万

m3）や古典期のいかなる神殿ピラミッドをも凌駕する。垂直的な古典期マヤ文明の神殿ピ

ラミッドは諸王の権力を誇示する政治的道具であり、神殿へのアクセスは排他的で王など

一部の支配層に限られた。一方で王権が確立する前のマヤ文明黎明期には、巨大基壇の水平

性が際立った。人々の開放的な交流が可能な水平的な空間が、公共儀礼を執行する舞台とし

て好まれたと考えられよう。巨大基壇を中心に幅 50～100m、最長 6300m の計 9 本のサクベ

（舗装堤道）や人工貯水池が配置された。これらの長大なサクベは今のところマヤ地域で最

古である。 

石器分析では型式ごとに分類し、長さ、幅、厚さ、重さなどの属性を分析した。黒曜石の

獲得を明らかにするためにハンドヘルド蛍光Ｘ線分析計を用いて黒曜石製石器の産地を同

定した。石器の機能を検証するために、高倍率の金属顕微鏡を用いた分析法で、石器の使用

痕を分析した。こうした石器分析を通してマヤ文明の起源と形成過程における交換ともの

づくりという、マヤ文明の政治経済組織の一側面を実証的に明らかにしていく。 

 

参考文献 

Inomata, T., D. Triadan, K. Aoyama, V. Castillo, and H. Yonenobu  

2013 Early Ceremonial Constructions at Ceibal, Guatemala, and the Origins of Lowland Maya 

Civilization. Science 340(6131):467-471. 
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Inomata, T., D. Triadan, V. Vázquez López, J. Fernandez-Diaz, T. Omori, M. Méndez Bauer, M. García 

Hernández, T. Beach, C. Cagnato, K. Aoyama, and H. Nasu.  

2020 Monumental Architecture at Aguada Fénix and the Rise of Maya Civilization. Nature 

582(7813):530-533. 

 

 
アグアダ・フェニックス遺跡から出土したグアテマラ高地エル・チャヤル産黒曜石製石器

（青山和夫撮影） 
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考古学からみたエル・ニーニョ現象と資源量の変動サイクル 

 

荘司一歩（日本学術振興会特別研究員ＰＤ） 

ビクトル・バスケス（考古生物学研究所アルケオビオス） 

テレサ・ロサーレス（トルヒーヨ大学） 

 

発表要旨 

クルス・ベルデ遺跡は、ペルー北海岸のチカマ川流域沿岸部に位置する遺跡であり、ワカ・

プリエタ遺跡などと同じように古期のマウンドを持つ遺跡である。 

 2016 年と 2017 年の発掘調査の結果、このマウンドは日々の食糧残滓が廃棄され続けるこ

とで形成された廃棄遺構であることがわかった。すなわち、マウンドの堆積層序から得られ

る連続的な動物遺存体のデータは、動物利用の通時的な変化を表しているといえる。これま

での分析では、マウンドの形成過程を CV-Ia 期（4200-4000BC）と CV-Ib 期（4000-3800BC）

に二分し、動物利用のおおまかな変化を明らかにしてきた。それによれば、海生哺乳類や海

鳥、魚類を含む、比較的多様な動物資源を利用していた CV-Ia 期からメジロザメ属を中心と

した軟骨魚綱を集中的に利用する CV-Ib 期への明瞭な変化があったことがわかっている。

また、こうした動物利用の変化は、4000BC 頃を境にエル・ニーニョ現象の規模と頻度が増

加するという環境変動を背景として起きたことが示唆されている。エル・ニーニョ現象とい

う海域環境の異常に呼応して増加する動物種に絞った資源利用が指向されていたといえよ

う。 

 一方で、エル・ニーニョ現象とは、数年おきに生じる短周期的な環境変動であり、その持

続期間も数か月から 1 年程度といわれている。すなわち、CV-Ib 期の間、継続してエル・ニ

ーニョ現象が生じていたとは考え難い。それでは、CV-Ib 期においてエル・ニーニョ現象下

で増加する動物種が集中的に出土している事実はどのように理解するべきなのであろうか。

同現象が起きた時にのみクルス・ベルデ遺跡の季節的な利用が行われていた可能性も残さ

れている。この点を検証するため、発表者らはクルス・ベルデ遺跡で採取したコラムサンプ

ルを用いて各堆積層から微小な魚骨を含む動物遺存体を抽出し、CV-Ia 期から CV-Ib 期にか

けての動物利用の変動をよりミクロなタイムスケールで復元した。その結果、同遺跡におけ

る活動はエル・ニーニョ現象の有無にかかわらず継続しておこなわれていたことが明らか

になった。つまり、同現象の頻度と規模が増加する CV-Ib 期においても、人々は海産資源の

変動サイクルに合わせて利用する動物種を常に変化させながら継続的に活動していたこと

になる。本発表では、コラムサンプルにもとづいたフローテーション、セパレーションのサ

ンプル抽出技法とデータが、エル・ニーニョ現象による資源量変動の周期性を如実に表して

いることを示し、人々の活動と環境変動の相関関係を議論するうえで有用な手段であるこ

とを示す。 
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チャルチュアパ遺跡エル・トラピチェ地区 2022 年夏の調査 

 

伊藤伸幸（名古屋大学） 

 

発表要旨 

2012 年から実施しているチャルチュアパ遺跡エル・トラピチェ地区の名古屋大学の考古

学調査において、建造物内部の建築構造などについては今まで確認することがなかった。ペ

ンシルバニア大学の発掘では、建造物内部にトンネルを入れるなどして、先古典期後期まで

の建造物の様相を調査したとされている。しかし、建造物の断面図などをみると曖昧な点が

あり、先古典期中期から先古典期後期までの建築段階の解明には至っていないと考えられ

る。また、建造物内部に先古典期前期の建造物の有無に関しても疑問が残る。このために、

2022 年 7-9 月の調査においては、チャルチュアパ遺跡最大の構築物である E3-1 建造物の階

段もしくは斜道があると考えられる部分にペンシルバニア大学が入れたトレンチを再発掘

し、報告書にある断面図との比較から建築構造の再確認を実施した。 

2012-2020 年の調査で実施した発掘調査のなかで E3-1 建造物に最も近い名古屋大学調査

が実施した地区で確認されていたペンシルバニア大学のトレンチと E3-1 建造物の間で同大

学の発掘した際に確認された素面石碑の間に発掘区を設けた。その結果、ペンシルバニア大

学の 10-1-4～10-1-7 トレンチを再発掘することができた。この再発掘の過程において、この

建造物 E3-1 の建築構造をペンシルバニア大学のトレンチ西側で確認することができた。ま

た、この建築構造を確認するために実施した発掘に際して、土器 2 点から成る供物を検出し

た。 

再発掘したペンシルバニア大学のトレンチでは、1960 年代につくられた断面図と今回の

発掘で得られた建築構造に関する情報については、同大学が 1970 年代に提示した解釈と異

なることもあった。今回は再発掘調査に関する報告をする。また、今夏の調査で出土した供

物の意味を調査結果から考察する。最後に、今後の調査展望を示すこととする。 
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メソアメリカの絵文書とアルファベット年代記 

―シウアマトル（「年の書」）という観点から― 

 

井上幸孝（専修大学） 

 

発表要旨 

征服以前のメソアメリカは「文字を持つ社会」であった。歴史記録は、石碑の彫刻や建造

物などに刻まれただけでなく、現代の研究者が絵文書（códices）と呼ぶ書物にも書き記され

た。征服の戦禍や征服後のキリスト教化の経緯で絵文書の大部分は灰燼に帰したが、征服後

も 16 世紀後半までは絵文書の作成が続いた。その一方、16 世紀末からは、アルファベット

文字で記された「年代記」が編まれるようになる。先スペイン期の研究の資料として、①考

古学資料、②絵文書、③アルファベット文書の 3 種が存在すると考えられるのが一般的であ

るが、②と③の関係性について、本報告では論じる。 

 年毎の出来事を記した絵文書は多く存在するが、いずれも征服後に作成されたものであ

る。本報告では、『ヴァティカン A 絵文書（リオス絵文書）』を主な例として取り上げる。

そして、アルファベットで記述された年代記の例として、チマルパインが編んだ『第七報告

書』を取り上げ、『ヴァティカン A 絵文書』の記録内容との比較を行う。 

 植民地時代初期に作成された『ヴァティカン絵文書』には、先スペイン期および征服後の

政治的・宗教的出来事、さらには自然災害や自然現象が多く記録されており、征服後に関し

ては、従来の記録方法では対処しきれない工夫も見られる。一方、アルファベットで書かれ

た『第七報告書』も、基本的には同等の出来事の記録が大部分を占めるが、いくつかの新た

な要素が見られる。複数のアルテペトルの情報の統合と照合、比較的新しい時期の出来事に

関する詳細な説明、旧大陸での出来事の挿入などがこれに当たる。このように絵文書かアル

ファベット文書かを問わず、シウアマトル（年の書）という観点から見ることで、征服後の

歴史記述の変容の一端を考えることが可能になる。 
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古代アンデスにおける戦争と社会について 

 

渡部森哉（南山大学） 

 

発表要旨 

先スペイン期アンデスでは、多くの国が興亡を繰り返した。国家の成立については様々な

研究の蓄積があるが、その条件の 1 つとして組織的な戦争がある。アンデスの最古の国家は

モチェであると多くの研究者が想定しているが、モチェ、そしてその前の時代には組織的な

戦争の証拠がある。一方でアンデス形成期早期から後期までは、神殿を中心とした社会が発

展したが、それらは国家ではなく、その時代には組織的戦争がなかったと考えられている。 

 本発表では古代アンデスの戦争の証拠と社会変化との関係を考察することを目的とする。

モチェをはじめとする国々で戦争の証拠が頻繁に現れるかというとそうではない。モチェ、

ワリ、インカなどでは図像表現やスペイン人の記録から、戦争の存在は明らかである。しか

し、考古学的な証拠である防御的な構造の遺跡はこうした国家社会にはあまり認められな

い。そうした遺跡が多く確認されているのは、形成期末期と後期中間期である。それぞれ初

期国家モチェの前段階、そして南米最大の帝国インカの前段階の時期である。一方で、国家

社会と認定されるティワナク、ワリ、シカン、ランバイェケについてはその成立の前に防御

的な遺跡が多く認められるわけではない。成立の過程が異なっていると考えられる。また、

ティワナク、シカンなどはオープンな設計であり、アクセスが自由にできるため防御には適

していない。一方でワリ、チムーについては、高い壁が建設されており、アクセスがコント

ロールされているという意味で防御的である。一方で、モチェとインカはオープンな設計で

ある。従って、前時代に戦争の証拠が明確に認められるか、遺跡自体が防御的かどうか、と

いう基準を当てはめると古代アンデスの国家社会をいくつかに分類することができる。古

代アンデスにおける国家、戦争を一般化して説明するのではなく、より詳細にその特徴を検

討することが必要であろう。本発表はその試論である。 
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ペルー北高地ラ・カピーヤ遺跡における「巻き貝の神官墓」の発見 

 

関雄二（国立民族学博物館） 

フアン・パブロ・ビジャヌエバ（ペルー国立サン・マルコス大学） 

ダニエル・モラーレス・チョカーノ（ペルー国立サン・マルコス大学） 

 

発表要旨 

国立民族学博物館・ペルー国立サン･マルコス大学合同調査団は、2022 年 8 月 25 日、ペ

ルー北高地パコパンパ考古遺跡複合内のラ・カピーヤ遺跡において直径約 1m、深さ約 1.5m

の地下式墓を発見した。墓の直上に、パコパンパ IB 期（1000B.C.~700B.C.）にあたる建造

物が築かれているため、墓はその建造物の完成直前に設けられた可能性が高い。 

土坑の深さ 80cm まで不定形の石が詰められ、その下には数トンはあると思われる巨大な

石が置かれていた。巨石の下は、30cm ほど掘り下げられ、そこに埋葬人骨と副葬品が置か

れていた。 

底部はほぼ平坦に整えられ、エクアドル沖などの暖流で採れる希少なストロンブス貝（カ

ブトソデガイ）が 20 個並べられ、貝の一部や周辺には辰砂と思われる赤色の粉末が大量に

撒かれていた。また少なくとも 3 点の貝には刻線で文様が描かれ、緑色の石や白色の貝でで

きたビーズで飾られていた。 

埋葬人骨は、ストロンブス貝の上に横臥屈葬状態で置かれていた。被葬者は、調査団のメ

ンバーである長岡朋人・青森公立大学准教授によるリモート鑑定により、暫定的ながら 25

歳~35 歳の成人男性と推定された。被葬者の頭部付近には、緑色の石と白色の貝よりなる直

径 4～5cm 大の円盤や花弁状の飾りが連なり、頸部付近からは、緑石の石板、大量の青紫色

の石の玉飾り、貝製の方形管玉、直径 1mm の微小玉、貝製人形、貝製杯などが出土してい

る。 

希少なストロンブス貝や、特別な墓にのみ認められる赤色粉末、また大量の装飾品から判

断すると、被葬者は、ラ・カピーヤ遺跡、あるいは考古複合の中核をなすパコパンパ遺跡に

おける宗教的指導者であった可能性が高い。 

これまで、パコパンパ遺跡では、「パコパンパの貴婦人の墓」（2009 年）、「ヘビ・ジャガー

神官の墓」（2015 年）など、700B.C.にさかのぼる宗教的指導者の墓が発見されてきたが、今

回発見された墓は、それらよりも 100 年～200 年の墓と考えられ、宗教的指導者が、早くか

ら誕生していたことを示すものである。 
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クントゥル・ワシ遺跡における形成期のラクダ科動物飼育の検証 

 

瀧上舞（国立科学博物館） 

鵜澤和宏（東亜大学） 

井口欣也（埼玉大学） 

 

発表要旨 

中央アンデス地域において、家畜化されたラクダ科動物がいつ・どのような飼育・利用形

態で標高の低い暖地や海岸地域に伝播したのかは考古学上のひとつの課題となっている。

動物考古学調査では、中央アンデス北部高地には形成期後期頃からラクダ科動物の飼育が

普及したことが指摘されてきた。申請者らはその知見を基に同位体分析を実施し、同地域の

パコパンパ遺跡において、形成期後期にトウモロコシを餌とした飼育が遺跡周辺で始まっ

たことを先行研究で指摘した。しかし事例数としては弱く、紀元前後に海岸地域に飼育が到

達したという以上の情報が受け入れられていない。そこで、本研究では検証事例を増やすべ

く、同地域のクントゥル・ワシ遺跡における獣骨の同位体比分析を実施し、ラクダ科動物飼

育の導入時期の同定と、飼育形態を調査した。 

クントゥル・ワシ遺跡は、紀元前 950 年から前 50 年まで利用されたペルー北部高地の祭

祀建造物である。野生のラクダ科動物の自然分布域外に位置しており、形成期後期からラク

ダ科動物の出土が認められる。炭素・窒素同位体分析を行ったところ、ラクダ科動物は C4

植物を摂取していたことが示され、トウモロコシを用いて飼育されたと推測できた。またス

トロンチウム同位体分析では、野生のシカと似た値が示され、この時期に遺跡周辺で小規模

な飼育が開始されたと考えられる。ただし、シカとは異なる同位体比を示す個体もみられ、

別の飼育地から連れてこられた個体が含まれる可能性を含んでいる。先行研究との比較か

ら、形成期後期には複数の飼育地が存在しており、それぞれの神殿が立地する生態環境や、

ラクダ家畜の生産に関与していた集団に違いがあり、地域ごとに異なる飼育方法が開発さ

れていた可能性が示唆される。 
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連結する文化遺産： 

ペルー都市部における先史時代の道と水路をめぐる問題とその可能性 

 

サウセド・セガミ・ダニエル・ダンテ（立命館大学） 

 

発表要旨 

先史時代の道や水路は、他の考古遺跡（例．モニュメンタル遺跡など）とは異なり、歴史

の中で様々な時代を超えて、特定の用途で用いられてきた。こうした特定の用途（水や人を

広範囲に運ぶなど）は、当初のレイアウトや建設材料が変化したとしても、その重要性が失

われることはない。そのため、道や水路に関する考古遺跡は、通時的に空間を再構成するこ

とができる重要な痕跡であるといえる。しかし、これらの遺跡が建設され、利用された明確

な年代を特定することは困難なことが多い。とりわけ現代の都市部のように、道や水路が都

市の発展とともに本来の用途を失った場合や、時間の経過とともにアスファルトやコンク

リートで覆われるなどしてその軌跡が変化したような場合は、年代の特定はさらに困難と

なるであろう。 

 近年では、地理情報システム（GIS）や航空写真を用いた考古学的研究を中心として、道

や水路にたいする関心は高まってはいる。 

 しかし、アンデスにおいては、文字資料がないことからも、先史における道や水路の形成

や変化の理解することには困難がつきまとう。また、道や水路は、モニュメンタルな考古遺

跡よりも、過去との関係性が不明である。さらに、新しい技術が適応されやすいこともあり、

それ自体が改変されやすい傾向にある。 

その一方で、さまざまな社会的アクターによって現在も使用され続けているという道や水

路が持つ固有の特性は、それらを遺跡として再評価し、文化遺産に統合していくための大き

な可能性を秘めている。 

 本発表では、ラ・モリーナパブリック考古学プロジェクトにおいて実施した、リマ市、と

くにリマック川流域における先史時代の道と水路に関する調査の成果を報告する。そして、

これらの事例を通して、文化遺産の研究や保存が抱える問題点、および道や水路が持つ文化

遺産としての役割、とくに現代の人々と過去とを結びつけていくための活用のあり方につ

いて考察していきます。 
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ペルー南海岸、トレス・パロス I、 II 遺跡発掘調査速報 

 

松本雄一（国立民族学博物館） 

ホルヘ・オラーノ・カナーレス（パリ第一大学）  

坂井正人（山形大学） 

 

発表要旨 

中央アンデスにおいてミドルホライズンと呼ばれる時代は、中央高地アヤクチョ地方に

起こったワリ政体の発展とその他地域との交流、あるいは帝国となったワリ帝国による支

配の痕跡が広い地理的範囲に見られる時期と定義される。近年、これまで調査の進んでいな

かった南海岸におけるミドルホライズンに関して基礎的な考古学データの提示がなされる

ようになり、同地域におけるワリの進出と、在地の政体との関係が活発に議論されるように

なった。 

 このような学問的脈絡において、山形大学ナスカプロジェクトは、ペルー南海岸リオグ

ランデ水系に属するグランデ河谷およびインヘニオ河谷において 2013 年より踏査を行い、

ミドルホライズンがセトルメントの減少からの回復期にあたることを明らかにした。同調

査において、ミドルホライズンに対応する土器、あるいは建築の存在が確認された 51 遺跡

の中で特に重要なのは、2016 年の調査で確認された、トレス・パロス I、II と呼ばれる遺跡

である。同遺跡は、1957 年に合衆国の考古学者 William D. Strong によって祭祀センターと

して言及されたがその後長く遺跡の存在が確認されることはなかった。発表者たちの表面

調査により遺跡の再同定が行われ、重要なミドルホライズンの遺跡であることが明らかと

なったのである。そこで今年 8 月に、同遺跡における全体の建築プランの確認と層位的デー

タの獲得を目的として、小規模な発掘調査と遺跡地図の作成を行った。 

その結果、トレス・パロス II においては、D 字型建築や直交する方形の建築などが層位

的発掘によって確認され、ワリの行政センターであるというそれまでの仮説と矛盾しない

データが得られた。これに対して、トレス・パロス I に関しては、トレス・パロス II と同時

期でありながらも調査地周辺における在地的な建築が確認された。 

本発表では、2022 年度の発掘調査のデータを提示し、それを近年の南海岸のミドルホラ

イズン研究の脈絡に位置づけることを試みる。 
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「輿上の神」：地方プカラ様式と「正面向きの神」の起源について 

 

佐藤吉文（南山大学／京都外国語大学） 

 

発表要旨 

「正面向きの神」が多様な起源に由来することは、近年の SAIS（「南方アンデス図像共通

群」、Southern Andean Iconographic Series）研究において活発に議論されている。特にペルー

南部のアレキパ地方で確認された地方プカラ様式（後 35-545 年）は、その起源候補のひと

つである。その織物に表された「杖の女神」の存在や「横向きの従者」、そしてそれらを従

えた「光芒する顔」といった図像とその構図に関する特徴が、のちにティワナク文化（後 500-

1150 年）やワリ文化（後 650-1050 年）で成立された後期 SAIS の一連の美術規範を想起さ

せるからである。しかしながら、これまで地方プカラ様式の「正面向きの神」は報告されて

おらず、後期 SAIS の図像群とのあいだには、「正面向きの神」を発明した「ミッシングリン

ク」となる文化の存在が想定されていた。 

そうした背景のもとで本発表では、ある古美術商が所有する一つの織物について報告す

る。その織物に表された図像、つまり「輿上の神」の様式的特徴は、既存資料との比較から

地方プカラ様式であることが明らかである。ティワナク遺跡の「ポンセの石彫」やコンチョ

パタ遺跡の 1977 年埋納巨甕にあらわされた「正面向きの神」とそれとの間には神が身につ

ける着衣の表現において無視できない共通点も存在しており、その意味でこれを上記の「ミ

ッシングリンク」と見做してよいだろう。 

報告者はこの資料を実見していないが、既知の地方プカラ様式の図像との比較からその

出土場所はアレキパのシワス川（Sihuas）川流域にあると結論づける。また、「女神」との関

係を図像学的見地から考察して、「輿上の神」を一連の「女神」の図像と「正面向きの神」

の中間に位置づけることが果たして妥当であるのかという問題を提起したい。これまで、

「正面向きの神」の起源をめぐっては単系的な進化図式が想定されてきたが、本資料はその

見方が単純であり、実際にはより複雑な様相を呈していた可能性を示唆する。 


